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短大における女子学生の ク リ
ー クの 形態

廿 日 出 里 美　（四 国大学短期大学部 ）

1， は じめに

　新 入生が 自他 ともに 「大学生」 と認 め られ

る よ うにな るまで の 苦労 は、い っ たん大学の

シ ス テム に 慣れて し ま っ た側 に は理解 し難い

トピ ッ クに な っ て しま う。入学期には 、
“

高

校とは違っ て 大学 では こ うするのだ
”

とい う

大量の 情報が 大学側か ら学生 に 向けて
一

方的

に発せ られ るが 、こ の過剰ともい える大学側

の メ ッ セ
ージを新入生は 、 どの よ うに読み

取 っ た り、再構成 した りしなが ら、　「大学 生」

らしい 行動が とれる よ うに な っ て い くの だ ろ

うか。その 過程を当事者 で あ る学生の 立場か

ら理解するため に は、ま ず、 日常的な生活実

践を観察する こ とか ら始め なければな らない ．

　大学生活が 始ま っ て 、ま もな くする と、

キ ャ ン パ ス 内に は、 さまざまな場面で 行動 を

共にする学生た ちの 集ま り； ク リ
ークが形成さ

れ る。これ らの ク リ
ー

ク は 、解釈 的ア プ ロ
ー

チで い う、文化 的知識 が生産され る場で あ り、

大学側 の信念体 系 とそれ に対抗 して 学生側 が

独自に つ く りあげる解釈 とが錯綜する拠点と

な る（Eder，
Evans＆Parker，ユ995）。 文化の生産

・

再生産過程を知 る うえで 、 ク リ
ー

ク の活動 は、

格好の研究対 象 となる 。

　 しか し、 従来の 学生研究におい て 、学生が

自らつ くりあげる ク リ
ー

ク 自体 に焦点をあて

た観察研 究は、ほ とん ど見られない 。現在の

学生 研究は 、大規模な質問紙調査 が 主流 で 、

研究対象 は 、国公立大学や有名私 立大学の学

生 に偏向 して い る 。 よ っ て 、大多数 を 占める

学生層の 文化的知識に つ い て は 、 未だ 明らか

にされて い ない 部分が 多い 。

　 そ こで 、 本研究で は 、まず 、 ある私 立短大

の キャ ンパ ス 内に 実在する ク リ
ー

ク の 形態を

掴み 、そ の 特色を短大生 活との 関連か ら明 ら

か にするこ とを当面の 課題 と して い る 。

2 ， 方法

　学生が短大におい て形成す るク リークは、

日常場面の観察 に よっ て あ る程度把握するこ

とがで きる 。 しか し 、 その規模 と持続期間、

及び 、 変化の過程を的確に把握する方法 と し

て 、 本研究で は、以前、幼 児を対象 とした研

究におい て有効性の 認め られたラン チタイム

を
一緒に 過ごした友だちの 調査を利用 した

（廿 日出 ，
1993） 。 調査対象は、四国内の私立

短大の 保育者養成 コ ース に在籍 する女子学生

66名 （1学年 4 ク ラス の うちの 2 ク ラス〉 で

ある。調査方 法は、調査票 を用 い て 、週
一

回

の 割合で 、 2 ク ラス合同で 行われ る授業の 終

了後、学生 にその 日の ラン チタイム を
一
緒 に

過ご した友だ ち を尋ね 、 該 当する友だち の 名

前の 欄 に印をつ けさせ た。調査期間は、 ユ年

次の前期 （1〔凅 ）、及び 、 2年次の 前期 （8回）

で あ る 。 ランチ タイム の 調査 と並行 して 、 日

常場面の 参与観察 と関連資料の 収集を行 い 、

そ の結果をもとに、面接調査を実施 した。

3 ． 結果

　 ラン チ タイム を
一

緒に過 ごした友だ ち の調

査結果を利用 して 、ク リ
ーク を検出 した結果

を以下に示す。表は、ラ ン チ タイ ム の 友だち

状況 を学生別 に表わ した もの で あ る。

　 友だ ち数 は、一緒 に ランチ タイ ム を過ごし

た こ との あ る友だ ちの 人数で ある （平均

＝ 7．06（人）） 。 友だ ち数が 0 の 学生は、下宿に

帰 っ てひ とりで 昼食 とっ て い た こ とに よる。

しか し、彼女た ちは 、
一

貫 して 、単独行動を
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と っ て い た わけで は な く、授業の た めの席 と

りや教室移動な ど、別 の 場面で は 、 特定 の ク

リークに接触 して い るこ とが参与観察 と面接

調査で 確認 された 。

　 さらに、
一
緒 に ラン チ タイム を過 ご した こ

との あ る友だ ち 内で そ の 回数 の 頻度に どれだ

けば らつ きがみ られ るか を調べ る ため に 、 そ

の 頻度 を指標 と して 、学生 別頻度の 平均値（X ）

と標準偏差 （SD ）か らもとめた V値 （（］）oefficient

of 　Variation）を数値 の高 い 順 に 配列 した。

　表 の右端に は、 ラン チ タイ ム の調査、及び 、

参与観察か ら、それぞれの 学生 に最 も関係深

い と考え られ るク リ
ー

ク をア ル フ ァ ベ ッ ト文

字で表記 した 。 検出され たク リー
ク は、全部

で 12（A 〜 Q ）で あ る 。

　発表当日は、それ らの ク リークの特色を 2

年聞 の 短大生活 における諸場面 との 関連か ら

述べ る予定で あ る。

表 学生別にみ るラ ンチ タ イ ム の 反だ ぢ 状況 表 の つ づき

学生　反だぢ数
’
iX 　　 SD 　　V 彫2　 クリ

ー
ク 学生 　友だぢ数 1X 　　 SD 　　V 龠

2 　ク リーク

　f1　7 （24）　3．43 　6．43

　f2　 7 （24）　3．43　 6．43
　f3 　9 （45）　5．00 　6．38

　f4　 9 （45 ）　5．00　6．38
　f5　 7 （41）　5．86　6．99
f6　 7 （41）　5．86　6．99
f7 　14 （50）　3．57 　4．09
f8　12 （26）　2．17 　2．37
f9　6 （35）　5．83 　6．34
f10　 6 （36）　6．00　6．48
f11　　8 （45）　5，63　6．00
f12　　7 （42）　6．00　6．38
臼 3 　7 （44＞　6．29 　6．60
fl4　　6 （35 ）　5．83　5．91
f15　9 （40 ）　4．44 　4，42

fl　6　 7 （48 ）　6．86　6，79
fl7　6 （35）　5，83 　S，67
f18　8 （44）　5．50 　5．35
f19　 9 （27）　3．00　2．92
f20 　9 （11 ）　T．57 　1．5I
f21　7 （11）　1．57 　1．51
f22　9 （61）　6．78 　6．44
f23　 8 （54）　6．75　6．39
f24　　8 （54）　6。75　6．39
f25　 6 （38）　633 　5．99
f26 　9 （63）　7．00 　6．52
f27　　7 〈30）　4．29　　3．95
f28　9 （29＞　3．22 　2．86
f29　 6 （46）　7．67 　6．68
f30　12 （35）　292 　 2．54
f31　 7 （15）　2．14 　1．86
f32　 2 （5）　2．50 　2．12
f33　10 （40）　4．00 　3．37
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f34　　8 （36）　4．50

f35 　9 （50）　5．56
f36　7 （53）　7，57
f37　7 （59）　8．43
f38　9 （56）　6．22
f39　　7 （38）　S，∠ト3
f40 　9 （57）　6，33
f41　14 （31＞　Z，21

f42 　7 （41 ）　5．86
f43　 4 （12）　3．00
f44 　8 （12）　1．50
f45　　　4　（　8）　　2．〔｝O
f46　　3 （　5）　1．67
f47　9 （60）　6．67
f48　 5 （34）　6．80
f49　 6 （17）　2．83
f50　　9 （62）　6．89
f51　13 （49）　3．77
f52　　8（46）　5．75
f53　 7 ｛10 ＞　1．41
f54　 9 ｛33）　3．67
f55 　6 （40）　6．67
f56　 7 （44）　6．29
f57　7 （50）　7．14
f58　 3 （26）　8．67
f59　11 （11）　1．OO
f60　　8 （8）　1．00
f61　 2 （2）　1．00
f62　　1 （　1）　 1．00
f63　 1 （3）　3．00
f64　 0 （0）　 −

f65　 0 （0）
f66　 0 （0）　 一

3．46 　　77．0
4．28 　　77 ．0
5．77 　　76 ．2

6．37　　75 ．6
4．68　　75 ．3
4．04　 74 ．3
4，66　　73．6
！．63　　73．4
4『22　　72．1
2」 6　　72．0
1．07 　 71 ．3
1．41　　70．7
1．15 　　69．3
4．58　　68．7
4．66　　68．5
194 　　68．5
4，59　　66．7
2．31　　61．4

3．20　　55．6
0．79 　　55．1
2．OG 　　54．5
3，20　　48 ，1
2，36　　37．6
2．67　　37．4
2．31　　26．6

PKFFKPKEJlNOPKPNKIlNiKGJDKKOLPQQQ

駐 ］ 1 ）（ ）内 の 数値 は延 べ 人数 。

　 　 　 　 　 　 　 SD
　 　 2 ） V ＝　

一一
× 100

　 　 　 　 　 　 　 X
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